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もともと、天竜浜名湖線は二俣線と呼ばれ、蒸気機関車が走っていたとされています。

蒸気機関車というのは、機関車の前後が決まっており、折り返しを行う終点駅には進

行方向に向けるための回転式設備、転車台が設置されていました。今では、あまり目

にすることもなくなりましたが、天竜二俣駅は、昭和15年に建造されたまま姿を残し

ているため、全国的にみても貴重な鉄道の歴史遺産となっています。
鉄道の遺産ともいえる転車台

金属＋樹脂材の異種材接合

板金加工をメインとする東海進研では、以前より樹脂材と金

属もしくはゴム材と樹脂材などの異種材の接合を含めた板金

加工品のユニット組立を請け負ってきました。接着剤という

と身近なところでいうとアロンアルファなどの空気に触れる

と凝固が始まるような瞬間接着剤をイメージされるかと思い

ます。しかし、工業製品の場合には、材料同士の組み合わせ

に応じて、強度や気密性の観点から最適な接着剤の選定がポ

イントとなっており、1液の瞬間接着材を用いる場合から２

液混合で初めて凝固が始まる接着剤までその幅は多岐にわた

ります。当社ではこの接着材の組み合わせ・用途を過去のお

客様への提案やご要望を集め、実際に加工・組立してきた経

験から

①：接合対象となる材質の組み合わせ

②：接着スピード

③：接着後の使用環境温度

④：乾燥後した後の色味（意匠性）

を考慮し、さまざまな提案が可能となっています。板金部品

では金属同士を溶接し、強度・意匠性を持たせますが、異種

材接合においては接着剤の選定がポイントとなるのです。

今回、東海進研では、アルミ精密板金に

関する特設ページを開設をしました。こ

れまで、SECC材などの鉄系材料を中心に

取り扱ってきましたが、軽量化や先日ご

紹介したノイズキャンセルを目的として

アルミ材（A1000番台・A5000番台）の

ニーズが高まりを見せています。そこで、

昨年より当社でも少しずつ対応可能範囲

を拡大してきました。最近では、アルミ

の溶接が可能な協力会社様とも関係性を

作り、加工技術の面で新たな段階にス

テップアップすることに成功しています。

こちらの特設ページでは、アルミの精密

板金事例を毎月２～３事例は随時更新を

していきます。ぜひとも当社の最新事例

をご覧いただき、気になる事例・加工を

検討中の製品に近いものがありましたら、

お問い合わせください。アルミの「切断」「曲げ」「溶接」技術を活かして、お客様の求める製品

を高品質・最適コストでご提供することをお約束いたします！それでは早速今月の更新事例につい

てです！今月は、下記の事例を更新しています。一度、ご覧いただければ幸いです！

アルミ精密板金の特設ページを開設しました！

今月はアルミ材を用いた電子部品用のアルミケースです。

形状はもちろん、アルミ材ということで表面に傷がつきや

すいため、注意が必要となる製品です。当社では、ブラン

ク・曲げ・溶接まで一貫して対応を行いました！


